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 【研究プロジェクト名および概要】 

I. 口腔癌の予後・治療効果予測と治療抵抗性に関する研究 

   I-1 口腔癌の転移機構の解明と新規治療法の創出 

   I-2 口腔癌の放射線耐性機構の解明と克服 

   I-3 口腔癌の抗がん薬耐性機構の解明と克服 

   I-4 口腔癌の免疫療法抵抗性の解明と克服 

I-5 口腔癌への光免疫療法が免疫微小環境に及ぼす影響 

I-6 制限増殖型腫瘍溶解性アデノウイルスによる口腔癌の新規治療法の開発 

   I-7 プラズマによる口腔癌への殺細胞効果の検証と新規治療法の開発 

I-8 口腔癌患者の口腔フローラと治療効果の関連性についての研究 

 

II.口腔内環境と全身疾患に関する研究 

 II-1 骨吸収抑制薬関連顎骨壊死の発症機序解明と新規治療法創出に関する研究 

   II-2 口腔フローラと全身疾患との関連性についての研究 
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